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南極周辺海域で得られた海底堆積物コアの岩石磁気を測定し、南極周辺海域のコアの対比を試みた。使用した

コアは旧石油公団のプロジェクト(1980-2000)で取得され、ほぼ南極大陸をぐるりと取り囲むようにサンプリング

が行われたものである。筆者らは、これらのコアのうちピストンコア 10 本、グラビティーコア 14 本をリクエスト

した。リクエストしたコアから 7cc プラスティックキューブを使ったサンプリングを行い、自然残留磁化、帯磁率、

段階交流消磁後の残留磁化測定、等の岩石地磁気測定を行った。コアの対比結果は別の機会に譲り、今回はまず、

石油公団の調査報告書に記載されている採取直後に測定された岩石磁気データと、今回の測定データの比較を行い、

長期に保存されたコアを用いた研究を進めていく上での問題点を探ることにした。 

南極大陸周辺海域では、地質学的および地球物理学的調査が、旧石油公団石油開発技術センターによって 1980

年より約 20 年間南極条約に規定された科学調査として行われてきた。この研究プロジェクトを通じて多くの成果

が得られたが、測定データや採取された堆積物コアなどの研究資料は一般に公開されていなかった。2003 年度の

石油公団の組織改変に伴って、これらの研究報告書はデータベース化され閲覧可能となった（藤本・辻，2002）。

また、堆積物コアの多くは産総研・地質標本館の管理に移り、所定の手続きを経た上で公開されることになった。

ただし、これらのコアは、採取後冷蔵保存はされていたものの、場所によっては 20 年近くの年月が経過しており、

かつ、移管後 1年近く室温に戻されていたものである。また、コアの一部は極地研究所と東京大学のグループによっ

て独自に冷蔵保存されているため、それらについては彼らのサンプリング終了後にサンプリングを行った。また航

海終了後プロジェクト関係者によって、さまざまな目的のためのサンプリングが行われており、セクションによっ

てはこれ以上のサンプル採取が難しいものもあった。 
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